
２０１８年４月２５日 
 
 

２０１７年度の電力需給実績について 
 

 

１．電力需要について（表－1参照） 
２０１７年度の販売電力量は、７２０億３００万ｋＷｈ、対前年度比９７．０％の

実績となり、前年に比べ冬場の気温が低かったことによる暖房需要の増加がある 

ものの、契約電力の減少や夏場後半の気温が低かったことによる冷房需要の減少 

などから、前年度実績を下回りました。 

用途別の実績については、以下のとおりです。 

 

○電灯 
電灯は、前年に比べ冬場の気温が低かったことによる暖房需要の増加がある

ものの、契約口数の減少などから、対前年度比９９．５％と前年度実績を下回

りました。 

 

○電力 
電力は、前年に比べ冬場の気温が低かったことによる暖房需要の増加がある

ものの、契約電力の減少や夏場後半の気温が低かったことによる冷房需要の 

減少などから、対前年度比９５．７％と前年度実績を下回りました。 

 

 

 

（表－１：販売電力量） 
（単位：百万ｋＷｈ、％） 

区  分 

当年度 

実 績 

（Ａ） 

前年度 

実 績 

（Ｂ） 

前年度比 

 

（Ａ/Ｂ） 

電  灯 23,889 24,004 99.5

電  力 48,114 50,255 95.7

合  計 72,003 74,258 97.0

※個々の数値の合計と合計欄の数値は、四捨五入の関係で一致しない場合があります。 

 

【東北電力情報】 



２．供給力について（表－２参照） 
２０１７年度の発受電電力量の合計は、７８３億７，7００万ｋＷｈ、対前年比

９６．７％の実績となり、前年実績を下回りました。 

 

（自社水力） 

出水率１０８．3％の豊水となり、前年出水率を２２．７％上回ったことなど  

から、発電量は前年を１４億９，８００万ｋＷｈ上回る８４億１，２００万ｋＷｈ

となりました。 

 

（自社火力） 

運転状況の違いなどから、発電量は前年を１億７，６００万ｋＷｈ上回る   

５６５億２，２００万ｋＷｈとなりました。 

 

（自社原子力） 

定期検査により、女川原子力発電所の全号機と東通原子力発電所１号機が運転を  

停止していることから、発電量はありませんでした。 

 

（自社新エネルギー等） 

  地熱発電所の運転状況の違いなどから、発電量は前年を５，８００万ｋＷｈ  

下回る、8億4，２００万ｋＷｈとなりました。 

 

（他社受電） 

他社火力の運転状況の違いなどから、他社受電合計では、前年を２５億    

３，０００万ｋＷｈ下回る２０３億９，３００万ｋＷｈとなりました。 



（表－２：発受電電力量） 
（単位：百万ｋＷｈ、％）

区   分 

当年度 前年度 
前年度差 前年度比 

実  績 実  績 

（A） （B） （A-B） （A/B） 

  水 
自 流 式 7,809 6,382 1,427 122.3

自 
  貯・揚水式 603 532 71 113.5

  

力 
計 8,412 6,914 1,498 121.7

  
火     力 56,522 56,346 176 100.3

社 
原 子 力 0 0 0 - 

  新エネルギー

等 
842 900 -58 93.5

  
合     計 65,776 64,160 1,616 102.5

他 社 受 電 20,393※ 22,923 -2,530※ 89.0※

融         通 -7,704※ -5,991 -1,713※ 128.6※

揚水用動力 -88 -47 -41 189.5

発受電合計 78,377※ 81,045 -2,668※ 96.7※

出   水   率 108.3 85.6 22.7 - 

※新電力に対するインバランスなど未確定値を含みます。 

 

［電力需給実績のお知らせの終了について］ 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

２０１６年４月の電力小売全面自由化以降、競争が一層進展する中、地域経済 

動向と当社電力需要との関連性が低下していることや、競争への影響を踏まえ、 

今回をもちまして、電力需給実績のお知らせを終了させていただきます。 

なお、四半期毎の決算発表の中でお知らせしている「電力需要実績（販売電力量

実績）」については、変更ありません（これまで通りお知らせさせていただきます）。


